
 

 

 
 
 

ほんの少しだけ 
校務主任 池 田 千 尋  

 昨年度まで校務主任だった山本先生がどのような原稿を書いていたのかを確認するとこ

ろから書き始めています。昨年度山本先生のタイトルは「いつも通り」でした。今年度か

ら校務主任となった私の「いつも通り」は今年大きく変化しました。特に大きな変化とし

ては学年の生徒たちと関わる時間がとても少なくなったということです。この「いつも通

り」の変化は私にとって、なかなか馴染むことができない変化でした。 

 それでも、関わる時間がゼロになったわけではないと考えを改めました。幸いなことに

２年生で国語の授業をもたせてもらうことができました。となれば、関わる時間の長さで

はなく、質で勝負だと思いたち、「今年は授業に特に力を入れるぞ」と決意しました。た

だ、なかなか上手くいかないことばかりで毎授業のおわりに生徒たちの反応や表情を思い

返しては、反省の日々が続きました。 

今年度幸田中学校は、学校全体で授業の研究に取り組んでいます。先生たちの実践を見

て「真似してみよう」、「この活動を取り入れてみよう」とさまざま試行錯誤してきた結

果、現在取り組んでいるのは振り返りを毎時間行うことです。また、生徒の振り返りの全

てに毎時間コメントを入れること。この二つをとにかく大切にして２学期は授業を進めて

います。一人一人の振り返りを見ていると、「こんなに深く考えながら授業に参加してく

れていたんだ」とか「この子はこんなにおもしろい視点をもって授業を聞いていたのか」

と毎時間発見や驚きがあり、今では授業が終わった後に振り返りを見るのが私の「いつも

通り」であり、楽しみになっています。「毎時間コメントを返す」という誓いもいつの頃

からか、義務ではなく楽しみに変わってきました。 

ほんの少しの工夫や変化だけで、何か大きなことが変化してきたような気がします。そ

ういえば、昨年度の「幸中タイムズ」で「何歳になっても超践」、「来年も何かに超践す

るぞ」といった原稿を書いたことを思い出しました。大きなことに取り組むことはできて

いませんが、新しいことに挑むことはできているのかなと思います。 

目の前の自分に満足できない状況というのはこれまでにもよくありました。でも振り返

ってみると思い悩んでいるだけでは解決しませんでした。たぶんどんな時でも、「まあま

ずはこんなことからやってみるか」、「まずはこれだけでもやってみるか」と動き出した

ことがスタートになって、本当に少しずつ、でも確実に変化を繰り返しながら乗り越えて

きたように思います。この文章を読んでくださっている方が今どのような状況かはわかり

ませんが、少しでも何かつながることがあれば嬉しいです。大人になっても、結局は同じ

だということです。だから、今日も「ほんの少しだけ」変化をしながら頑張ろうと思って

います。 
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団結力                          ２年  
最優秀賞を取るという目標の中で、日々の練習で歌詞の意味を考えたり、どうしたら盛り上がりを

つくることができるか、１番と２番をどう変えて歌うか、テンポで速くなってしまうところはどうす
ればよいか、最後の所をどうやったら目立たせられるか、などを考えたりしました。たくさん練習を

重ねてクラスの団結力が強くなったので、目標を達成できたのかなと思いました。 
私は指揮者をやってみて、クラスをまとめる立場として前に立ちました。最初は思っていることが

言えず、委員長や先生に任せっきりでしたが、この合唱コンで自分の意見が言えるようになりました。 

合唱コンが終わって、もう自分たちが学校を引っ張っていく立場です。１年生を引っ張っていった
り、自分たちのことだけでなく周りを見たり、合唱コンで学んだ団結力を生かしていきたいです。 

大切な思い出                       ３年  
 私たち５組が歌った曲は「虹」、そして目標は「最優秀賞をとる」でした。しかし、この目標
は残念ながら達成できませんでした。ただ、私たちには目標の他に「３年５組らしい合唱をする」

「後悔のないように歌う」「会場に虹がかかるように歌う」という３本柱がありました。私はこ
の３本柱はすべて達成できたと思います。特に三つ目の柱は、審査員の長坂先生の講評で「心の
中に虹が架かりました」と言ってもらえて、本当に頑張ってよかったと思いました。 
 夏休み明けの頃は、練習が始まってもやる気のある人が少なく、本番までによくなるのかと不
安ばかりでしたが、何度も話し合いを重ねクラスにまとまりが出てきました。５組の強みはやる
ときはやるところです。どのパートにも男声が入っていて、音取りも大変だったと思うけど、ど

のパートも最後まで頑張りました。本番の合唱はすごく緊張しましたが、今までの合唱で一番よ
いものになりました。悔しい結果になりましたが、それ以上にクラスの仲間と団結し最後まで全
力でやり切れた充実感がとても大きかったです。このクラスで中学最後の合唱コンクールができ

たことは私の大切な思い出です。５組のみんな、ありがとう。 

私とクラスの成長                     １年  
合唱コンクールに向けて１年１組の目標は「練習したことに自信をもって、明るく楽しく全力でや

り切れるような合唱コンクールにしよう！」でした。最初のほうは、他のパートにつられてしまった
り、音程が分からなくなってしまったりして、明るく楽しくできていませんでした。しかし、途中で

あることに気づきました。それは「声をかけることの大切さ」です。これまでは、リーダーだけが意見
を言っていましたが、途中から自然に何人かが自分たちで声をかけ合うようになりました。それが他
の場面でも見られ、給食の準備や片付けが、前よりも早くなりました。これは、１年１組がこの合唱

コンクールを通して大きく成長したことだと思います。そして、合唱コンクール本番。結果は最優秀
賞でした。目標を達成できただけでなく、目標を超えることができて本当によかったと思います。 
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「あなたに会えて」       「時を越えて」              「ＹＥＬＬ」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みんなと一緒に成長した全校ダンス          １年  
幸中祭２日目は、吹奏楽部の演奏から始まりました。総合発表や、自分も出させていただいた

有志発表、全校レクなど、舞台発表はとても楽しく、面白く、感動しました。 
午後には、全校ダンスの発表がありました。私は今回、全校ダンスのリーダーに挑戦し、学級・

学年のダンスがよりよくなるようにがんばりました。練習では、学級のみんなが苦戦してなかな
か覚えられなかった時もあったけれど、桃子先輩や先生方と一緒にがんばって練習したことで、
少しずつみんなと上達できたことがうれしかったです。昼休みの時間、１年生全体に「武道場で
練習するよー」と呼びかけたら多くの人が来てくれました。全校・学年・学級で一つのことを取
り組む楽しさを感じました。 

本番は、少し緊張しましたが、楽しさの方が勝ちました。みんなでがんばることの楽しさを忘
れず、これからもさまざまなことに挑戦していきたいです。 

２年職場体験発表 オープニングは吹奏楽部 

 引き継ぐ                        ２年  
 全校ダンスの練習時間は、正直、全校合唱より少なかったと思います。でもしっかり全校で踊り切

ることができたのは、３年生の先輩たちが一生懸命に取り組んでいたからです。 
練習では、本番が近づくにつれ気が引き締まっていきました。このことから３年生にしっかり協力し
ようという心や真剣さが成長したなと思いました。 

 来年は最高学年になり、今度は自分たちが全校ダンスをよりよくしていく番です。全校ダンスを創
った去年の３年生も今年の３年生も、一人一人が「よりよくするためにはどうすればいいか」をしっ
かり考えて取り組んでいたと思います。私たちも真剣に向き合わなければ全校ダンスも全校合唱も「引

き継ぐ」ことはできないと思います。だからしっかりと意識を高めて、全校で一つのものを創ること
に向き合っていきたいです。 

全校制作完成！ 今年も有志は大好評 

 いろいろな発見                     ３年  
 今年も幸中祭二日目は見ていて十分楽しめるものでした。毎年有志発表などは、仲間の新しい一面
を知ることができて、とても面白いと感じます。今年の吹奏楽部の発表では、いつもどおりの演奏だ
けではなく、ちょっとした劇もやってくれたので、視覚的にも楽しませてもらい新鮮な気持ちになれ
ました。そして特に印象的だったのは展示発表です。仲間の作品を見て、「この子、このアニメ好き
なんだな」「先生もこのキャラクター好きなのか」といろいろと発見ができました。それ以外にも、
実際に手に持ったり台に乗ったりして、触れて楽しむような作品が、昨年、一昨年よりも多く楽しい
体験ができたように思います。 

 

青空の下で「開幕宣言」 



 

＜西三河中学校選手権大会＞ 

【団体】 

 ２位 ソフトボール部     

 ３位 男子バレーボール部 

男子卓球部 

【個人】 

 陸上部 

 男子1500ｍ     ３位  

 女子100ｍハードル ６位  

＜中部日本吹奏楽コンクール西三河北地区大会＞ 

 銀賞 吹奏楽部 

＜愛知県吹奏楽コンクール西三河北地区大会＞ 

 金賞 吹奏楽部 

＜第79回愛知県中学校総合体育大会＞ 

 優勝 ソフトボール部 

＜第47回東海中学校総合体育大会＞ 

 ３位 ソフトボール部 

＜第47回全国中学校ソフトボール大会＞ 

 出場 ソフトボール部 

 

＜幸田町中学校新人体育大会＞ 

【団体】 

優勝 ソフトボール部 

女子ソフトテニス部 

男子バレーボール部 

女子バレーボール部 

【個人】 

女子ソフトテニス部 

優勝  

２位  

男子卓球部 

  ２位  

剣道部男子低学年の部 

  優勝            

剣道部女子高学年の部 

  ２位           

 

 

 

 

＜第31回岡崎・幸田中学校新人ソフトテニス選手権大会＞ 

個人の部 優勝  

＜第77回全三河中学陸上競技選手権大会＞ 

女子100ｍハードル ２位  

＜町読書感想文コンクール＞ 

特選  

入選 小池 由乃 榊原  愛 池田 夏凛 

   永瀬 莉奈 都築 周子 羽田野晄瑚 

   星野  明 政岡 佑愛 唐澤陽菜乃 

   宮城ぼたん 原  杏羽 楠本 妃菜 

   中根 陽菜 杉浦 晴紀 

＜第79回半田市スポーツ大会＞ 

２位 ソフトボール部  

＜第18回岡崎・幸田中学校新人ソフトテニス選手権大会＞ 

優勝 女子ソフトテニス部     

＜令和７年度少年の主張愛知県大会＞ 

奨励賞 鈴木 花帆 

＜第46回西三河中学生女子ソフトボール新人大会＞ 

２位 ソフトボール部  

＜林邦夫範士KENDO Championships2025＞ 

中学１年生男子の部 優勝 井上 瞬  

＜第60回一万人卓球大会岡崎地区大会＞ 

中学生男子２年生の部 

優勝 名倉 慶人  

５位 宇都野鉄心  

＜第93回全国書画展覧会＞ 

筆都大賞 杉浦唯花 鳥居和華 

金賞   判治奈々 鈴木紘人 志賀一太 

     志賀優愛 原 杏羽 都築知渚歩 

銀賞   村瀨大和 松田奈々 中空星輝愛 

可知笑奈 

銅賞   福田凌成 永瀬莉奈 久保山初佳 

＜愛知県中学生ソフトテニス新人大会＞ 

団体の部３位 女子ソフトテニス部 

＜文詩集「みかわの子」審査会＞ 

特選 中村結奈 坂口晴琉 

入選 白川結惟 宇都野雅優 加藤健大朗 

＜第75回社会を明るくする運動作文応募＞ 

佳作 上原妃菜 本多未依子 

＊＊顕彰記録＊＊ 


